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改善の内容 

全車両、車枠に補強鋼材を取り付ける。 

なお、当該部位を点検し、亀裂や変形が発生している場合は、補修を行った後、補強鋼材を

取り付ける。 

車枠において構造強度の設計が不適切な為、車枠の強

度が不足している箇所がある。そのため、走行時の負荷

により亀裂や変形が生じ、最悪の場合走行性能が失われ

走行不能となる恐れがある。 

基準不適合発生箇所  

識別：改善実施済み車両には、リコール対策済みステッカーを貼り付ける 
注：    は、交換部品および追加部品を示す。 

斜線:補強箇所 

リコール対策済みステッカーをシリアル打刻

プレート付近へ貼り付け 


